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日
本
の
蚕さ

ん

種し
ゅ（
蚕
の
卵
）が
海
外

に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
慶
応
元
年（
１
８
６
５
年
）の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
蚕
の
病
気
が
流
行
し
、

日
本
の
健
康
な
蚕
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
蚕
種
は
日
本
の
重
要

な
輸
出
品
と
し
て
盛
ん
に
取
引
さ

れ
ま
し
た
が
、
海
外
の
需
要
や
国

内
の
供
給
過
剰
な
ど
、
市
場
の
動

向
に
よ
り
価
格
が
大
き
く
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

菜
種
を
蚕
種
と
偽
っ
て
販
売
す
る

な
ど
、
悪
質
な
蚕
種
の
販
売
業
者

が
現
れ
、
海
外
の
業
者
の
信
用
を

失
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
島
村
で
は
、
良

質
な
蚕
種
を
製
造
し
、
海
外
で
の

販
売
を
強
化
す
る
た
め
、
明
治
５

年（
１
８
７
２
年
）、
養
蚕
関
係
で

は
日
本
初
の
株
式
会
社「
島
村
勧

業
会
社
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
大
蔵
省
の
役
人
で
あ
っ
た

「
近
代
日
本
経
済
の
父
」渋
沢
栄
一

の
指
導
の
下
、
近
代
的
な
会
社
組

織
に
よ
る
蚕
種
の
販
売
で
、
海
外

の
業
者
か
ら
の
信
用
を
得
よ
う
と

考
え
た
の
で
す
。

　

島
村
勧
業
会
社
は
、
社
員
が
自

分
で
作
っ
た
蚕
種
を
共
同
で
販
売

す
る
、
組
合
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
島
村
の
蚕
種
製
造
者
１
６
５

人
で
構
成
さ
れ
、
初
代
社
長
に
田

島
武ぶ

平へ
い（
弥
平
の
本
家
）が
、
副
社

長
に
田
島
弥
平
と
栗
原
勘か

ん

三ぞ
う

が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
員
は
、
清せ

い

涼り
ょ
う

育い
く

に
よ
る
養
蚕

で
質
の
良
い
蚕
種
を
製
造
し
ま
し

た
。
ま
た
、
輸
出
の
商
人
を
介
さ

な
い
独
自
の
ル
ー
ト
で
の
蚕
種
輸

出
を
目
指
し
ま
し
た
。
会
社
は
積

立
金
を
も
と
に
養
蚕
資
金
を
社
員

に
貸
与
し
、
社
員
の
経
営
拡
大
に

も
協
力
し
ま
し
た
。

　

島
村
の
蚕
種
製
造
者
の
こ
う
し

た
努
力
に
よ
り
、
島
村
で
製
造
さ

れ
た
蚕
種
は
良
質
な
蚕
種
と
し
て

世
界
に
認
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

第
12
話
　
島
村
勧
業
会
社
の
設
立
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第23回 あずま公民館第23回 あずま公民館

●活動状況は？
▶月4回程度
●活動場所は？
▶あずま公民館
●メンバーは？
▶12人

　初心者が多く、和やかでアットホームな雰囲気の中で活動して
います。日常のいろいろな場面を想定し、英語の基本的なフレー
ズを使って行う授業は、とても実践的で役に立ちます。メンバー
同士で会話の練習をすると、途中で日本語が混ざったりジェスチ
ャーが入ったりと、終始笑いが絶えません。アメリカの生活や習
慣を知るため、ハロウィンやクリスマスパーティーなどを行いな
がら、お互いの親睦も図っています。

サークル名  やさしい英会話教室

　本号の紙面で触れましたが、
もうすぐ東日本大震災から３
年がたちます。震災後何度か
被災地へ赴き、復興支援の仕
事に携わりました。現地の様
子や、被災された人の話から
地震の怖さを痛感しました。
　震災直後はわが家でも、水
や非常食、懐中電灯などを用
意しました。しかし、おなか
がすいて乾パンを食べ、のど
が渇いて水を飲み、いつの間
にか食料はなくなっていまし
た。今度の週末に買い出しに
行き、いざというときのため
の備えを、あらためてそろえ
たいと思います。　　　（よ）

▲

島村勧業会社定款

定款とは、会社などの組織のあり方
を定めたもの。島村勧業会社では、
埼玉県深谷市出身で、田島武平と親
戚関係にあった渋沢栄一に草案を作
成してもらい、26条の定款と19条
の申

もうしあわせ

合規則を定めた。蚕種の品質を
統一するための方策や、流通方法、
資金融資などの取り決めが記されて
いる。

▲島村勧業会社製造の蚕種の章

海外の業者の信用を得るため、
島村勧業会社では蚕種に商標を
貼り、ほかの地域の蚕種と区別
していた。
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2014年（平成26年）●あなたと市政をつなぐ情報紙●

P 2−5 食改推ってな～んだ？
P 6−7 地震に備える
P 8 こころの病気を知っていますか
P 9 華蔵寺公園遊園地に鉄道車両を展示します

広報 No.221

3月1日号

主な内容

防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは 12 ページへ

表紙写真：消防音楽隊創立50周年記念コンサート
２月８日、境総合文化センターで伊勢崎
市消防音楽隊のコンサートが開催されま
した。音楽隊員は火災、救急、救助など
の業務の傍ら、非番の日を利用して練習
に励んできました。音楽隊の見事な演奏
に、会場から温かい拍手が送られました。

　

市
民
の
安
全
と
と
も
に

消
防
音
楽
隊
50
周
年 

感
謝
の
調
べ



食
改
推
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

健
康
に
つ
な
げ
る

「
健
康
の
源
は
、
や
は
り
毎
日
の

食
生
活
で
す
。
日
常
生
活
で
き
ち

ん
と
し
た『
食
』が
で
き
れ
ば
、
自

分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
健
康
に

つ
な
が
る
か
な
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
食
改
推
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
学
習
し
た
こ
と
を
友
達
に

も
教
え
て
、
ま
た
地
域
に
も
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

食
改
推
に
な
っ
て
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
そ
れ
を
日
常
生
活
の
料

理
の
中
に
工
夫
し
て
取
り
入
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
塩
分
の
こ

と
も
勉
強
し
た
の
で
、
さ
ら
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ

シ
ピ
も
だ
い
ぶ
増
え
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
講
習
会
に

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
料

理
と
は
違
っ
た
面
か
ら
の
健
康
法

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

欅け
や
き

祭
あ
か
ぼ
り
に
参
加
し
て

み
そ
汁
の
塩
分
量
を
測
定

「
食
改
推
と
し
て
、
毎
年『
欅
祭

あ
か
ぼ
り
』に
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
塩
分
の
測
定
器
を
使
っ
て

市
販
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁
と

食
改
推
が
作
る
み
そ
汁
の
塩
分
を

実
際
に
測
定
し
、
そ
の
違
い
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
販
の

み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
は
０
・
８
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
食
改
推
の
み
そ
汁
は
野
菜
の

う
ま
味
が
加
わ
り
、
塩
分
濃
度
が

０
・
６
％
で
も
十
分
お
い
し
く
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
庭
で
は
、
塩
分
を
量
っ
て
料

理
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
、
少
な
い
塩
分
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま

す
し
、
そ
れ
が
健
康
の
た
め
に
は

い
い
味
加
減
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

薄
味
に
慣
れ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
食
事
は
毎
日
の
積
み
重

ね
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
身

に
付
け
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」

食
改
推
の
地
区
役
員
を
中
心
に

活
動
を
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い

「
今
は
赤
堀
地
区
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
食
改
推
の
役
員
を

中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
も

活
動
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

地
域
の
食
改
推
が
中
心
と
な
っ
て
、

定
期
的
に
料
理
教
室
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
各
町

内
で
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

食
改
推
の
取
り
組
み
へ
の
声
掛
け

に
も
な
る
し
、
活
動
が
広
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

家
族
の
健
康
を
考
え
て
学
ぶ
と

い
う
姿
勢
で
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す

ね
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
す
。『
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』

を
合
言
葉
に
、
食
生
活
改
善
を
中

心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
支
え
る 

地
域
の
健
康

　

食
改
推
は
、
地
域
の
公
民
館
な

ど
を
会
場
に
、
食
育
や
生
活
習
慣

病
予
防
を
中
心
と
し
た
調
理
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
で
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し

て
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

食
改
推
の
活
動
を
支
え
て
い
る

の
は
、
特
別
な
資
格
や
技
術
を
持

っ
た「
先
生
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
は
、
私
た
ち
の
お
隣
さ
ん
、

お
向
か
い
さ
ん
と
い
っ
た
、
身
近

な
地
域
の
つ
な
が
り
で
す
。
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
家
族
の

健
康
は
家
族
で
守
り
合
い
、
地
域

の
健
康
は
地
域
で
支
え
合
う
。
こ

れ
が
食
改
推
の
活
動
で
す
。

食
改
推
は

身
近
な
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

最
近
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
、

子
ど
も
の
食
が
心
の
健
康
に
与
え

る
影
響
な
ど
が
話
題
に
な
る
中
で
、

毎
日
の
食
生
活
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
食
生
活

は
、
毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
上
で

の
基
本
で
す
。

　

し
か
し
、
自
分
一
人
で
食
生
活

に
つ
い
て
考
え
、
改
善
し
て
い
く

こ
と
は
と
て
も
大
変
で
す
。「
高

血
圧
の
予
防
の
た
め
に
塩
分
を
減

ら
す
」「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
取
る
」な
ど
、
食
生
活
の
改

善
は
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、

す
ぐ
に
実
行
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
の
身
近

で
、
毎
日
の
食
事
の
改
善
方
法
や

調
理
の
こ
つ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
れ
る
の
が
、
食
改
推
で
す
。

食
改
推
は
、「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」や

「
食
改
さ
ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
、
身
近
な「
食
」に
関
す
る

　

本
市
に
は
、
男
女
合
わ
せ
て
４
０
８
人（
平
成
25
年
度
）の
食
生
活
改

善
推
進
員
が
い
ま
す
。
市
内
11
の
地
区
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
赤
堀
地
区
で
役
員
を
務
め
る
桐
生
厚
子
さ
ん
に
、
食
改
推

の
活
動
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
毎
日
の
食
事
を
き
ち
ん
と
取
れ
て
い
ま
す
か
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
ま
す
か
。

　

毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
正
し
い
食
生
活
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り
良
い

食
生
活
の
普
及
に
取
り
組
む
「
食
改
推
」
＝
食
生
活
改
善
推
進
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

　食改推ってな～んだ？

▲昨年12月に南公民館で開催された、
「おやこの食育教室」。野菜ジュースを
使った煮込みハンバーグをメインにし
て、主食、主菜、副菜のバランスを考
えたメニューに挑戦しました。

▼１月に赤堀公民館で開
催された、「男性の料理
教室」の様子。この日は
ブリの照り焼き、二色青
菜のからしあえ、ミルク
豚汁を作りました。参加
者の中には、普段は全く
料理をしないという人も
いて、食改推の皆さんが
野菜の切り方やゆで方な
ど、丁寧に指導していま
した。

食 改 推
善生活 進員

って、な〜んだ？

食
生
活
改
善
推
進
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

家
族
の
健
康
の
た
め 

毎
日
の
食
生
活
に
関
心
を

食生活改善推進員
桐生 厚子さん（赤堀今井町一丁目）

しょっかいすい特 集

？
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食育出前講座
保育園などでかるたや
食べ物クイズ、ゲーム
などを楽しみながら、
食について学びます。

市の事業への協力
地区の産業祭など各種
イベントの際に、食育
や地産地消をテーマと
した事業を実施します。

　　食改推ってな～んだ？

地域の健康を食で支える 食改推の活動を紹介
食改推の各種料理教室の開催は、各地区の公民館だよりなどでお知らせしています。

男性の料理教室
団塊の世代の男性を対象とした教室で、男性の食の自立と生活習
慣病予防を目指します。男性が自分自身の健康に気を配り、元気
に過ごすために、身近な食材を使って初心者でも手軽にできる料
理の方法を学びます。

若い世代の食育講座
幼稚園に通う子どもの保護者を対象に実施し、食に対する理解を
深めてもらいます。家族全員の健康づくりを効果的に進めるため
のポイントを、健康講話と調理実習で学びます。

おやこの食育教室
保育園・幼稚園に通う子ども、小学生と、その保護者を対象に、
食生活を振り返り、調理の体験を通して食育について学びます。
バランスの良い食事の取り方や食事のマナーなど、適切な食習慣
を身に付ける良い機会になります。

私たちと一緒に活動しませんか？
●料理が好きな人
●健康づくりに取り組みたい人
●ボランティア活動を始めてみたい人
●仲間づくりをしたい人　など
　食生活改善推進員になるためには、市が開催する講習（健
康大学）を受ける必要があります。平成26年度の募集につい
て、詳細は本紙５月１日号でお知らせします。

食改推だよりの発行
各地区食改推の役員が中心となって、年２回、
食に関する情報を地域の回覧板を利用して発
信しています。

コーンの磯煮
材料（４人分）

ひじき（乾燥）・・・・・・・16g
ニンジン・・・・・・・中1/3本
生シイタケ・・・・・・・・・・2個
油揚げ・・・・・・・・・・・・・1枚
ホールコーン（冷凍）・・80g

油・・・・・・小さじ1と1/2
だし汁・・・・・・・・・100cc
砂糖・・・・・・・・・・大さじ1
しょうゆ・・・・・・・大さじ1

　作り方
❶ひじきは水で戻した後、よく洗って水気を切ってお

く。ニンジンはいちょう切りにする。生シイタケは

石づきを取って千切りにする。油あげは熱湯で油抜

きをし、千切りにする。コーンは熱湯をかけて水気

を切っておく。

❷鍋に油を熱し、ひじき、ニンジン、生シイタケを炒め、

だし汁、砂糖、しょうゆを加えて煮る。

❸材料に火が通ったら油揚げとコーンを加え、煮汁が

ほぼなくなるまで弱火でゆっくり煮る。

カボチャのスープ
材料（４人分）

　作り方
❶カボチャは種を取って皮をむき、薄切りにする。タ

マネギは薄切りにする。パセリはみじん切りにし、

水に放してあくを抜き、よく絞る。

❷鍋にバターを溶かし、弱火でタマネギが透き通るく

らいまでよく炒め、カボチャを加えてさらに炒める。

❸❷の鍋に分量の水とコンソメを加えて煮る。材料が

やわらかくなったら、粗熱を取ってミキサーにかけ

る。

❹❸を鍋に戻し、牛乳を加えて火にかけ、塩・こしょ

うで味を整える。器に盛って、パセリを散らす。

カボチャ・・・・・・・・・1/4個
タマネギ・・・・・・・中1/5個
パセリ・・・・・・・・・・・・・少々
バター・・・・・・・・・・小さじ2
水・・・・・・・・・・・・・・400cc

コンソメ・・・・・・・・・・・4g
牛乳・・・・・・・・・・200cc
塩・・・・・・・・・小さじ1/6
こしょう・・・・・・・・・・少々

サケのチーズ焼き
材料（４人分）

　作り方
❶サケは塩・こしょうを振っておく。ニンジンは薄い

いちょう切り、タマネギは半分に切って薄切りにす

る。ピーマンは１cm幅に切る。モヤシは洗って水

気を切っておく。

❷フライパンに❶の野菜を敷き、その上にサケを並べ

る。酒を振ってふたをし、中火で６分程度蒸し焼き

にする。

❸材料に火が通ったら、混ぜ合わせたＡをサケの上に

乗せてふたをし、チーズを溶かす。

　　　　　ニンジンやタマネギは、火が通りやすくな

るよう、なるべく薄切りに。

野菜はフライパンに平らに彩

りよく敷き、野菜の上にサケ

を並べるときは、サケが重な

らないようにしましょう。

サケ ........ 約60g×4切れ
ニンジン ..........中1/3本
タマネギ .............. 中1個
ピーマン............... 中2個
モヤシ ..................200ｇ

　  ピザ用チーズ ....80ｇ
　  粒マスタード.....20ｇ
塩 ...............小さじ2/3
こしょう ................少々
酒 ...................大さじ2

｛A

野菜を手軽に、おいしく食べよう！
●ご飯（１人 150g）
●サケのチーズ焼き
●コーンの磯煮
●カボチャのスープ
●イチゴ（１人 ５個）

1人分（1食分）
エネルギー 639kcal
たんぱく質 30.6g
脂質 17.5g
食物繊維 11.2g
塩分 3.2g

特集

　食改推おすすめのレシピの一例を紹介します。栄養
バランスを考え、季節の食材も取り入れたメニューに
なっています。ぜひ、作ってみてください。

生活習慣病予防講習会
生活習慣を改め、生活習慣病のリスクを減らし、自分に合った健
康づくりが実践できるよう支援します。旬の食材を使って、バラ
ンス良く塩分やカロリーを抑える工夫を学ぶ料理講習会です。
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3

4
災害用伝言ダイヤルは、固定電話や公衆電話、災
害時にＮＴＴが設置する特設公衆電話で利用でき
ます。携帯電話からの利用方法は、契約している
通信事業者に確認してください。

１

2

自
分
は
大
丈
夫
？

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　

群
馬
県
は
比
較
的
地
震
が
少
な

い
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

の
辺
り
は
大
丈
夫
」と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
平
成
７
年
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
を
越
え
る
地
震（
阪

神
・
淡
路
大
震
災
）が
発
生
し
た

関
西
地
方
で
も
、
多
く
の
人
が
同

様
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
地
震
は

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
す
。

　

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
人

間
の
力
で
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
人
間
の
力
で
被
害
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、
身
近

に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
う「
共

助
」は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
少

な
く
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
、
家
族
で
で
き
る
こ
と
、

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　

過
去
の
大
地
震
で
は
、
大
き
な

揺
れ
に
よ
り
倒
れ
て
き
た
家
具
の

下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
被
害
に
、

多
く
の
人
が
遭
っ
て
い
ま
す
。
倒

れ
た
家
具
に
よ
り
出
入
り
口
が
ふ

さ
が
っ
て
し
ま
い
、
逃
げ
遅
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
家
具
を
固
定
す
る
こ
と

は
、
地
震
対
策
と
し
て
と
て
も
有

効
で
す
。
ま
た
寝
室
に
あ
る
家
具

の
配
置
を
見
直
し
、
寝
て
い
る
と

使
え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
用
意

し
、
重
過
ぎ
な
い
か
一
度
背
負
っ

て
み
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

家
族
と
の
連
絡
手
段
を

相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
は
、
通
信
回
線
が
混
雑

し
た
り
通
信
施
設
が
被
災
し
た
り

な
ど
、
電
話
な
ど
で
は
連
絡
が
取

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
家
族
の
集

合
場
所
や
連
絡
手
段
を
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」な
ど

の
利
用
方
法
も
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

防
災
倉
庫
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

市
で
は
災
害
に
備
え
、
防
災
倉

庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
非
常
食

や
毛
布
、
救
助
資
機
材
な
ど
、
災

害
時
に
必
要
と
な
る
物
が
備
蓄
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

●
伊
勢
崎
地
区
＝
各
地
区
の
公
民

館●
赤
堀
地
区
＝
赤
堀
小
学
校
・
赤

堀
南
小
学
校
・
赤
堀
東
小
学
校

●
東
地
区
＝
あ
ず
ま
南
小
学
校
・

あ
ず
ま
北
小
学
校
・
あ
ず
ま
中
学

校●
境
地
区
＝
境
小
学
校
・
境
采
女

小
学
校
・
境
剛
志
小
学
校
・
境
島

小
学
校
・
境
東
小
学
校　

　

防
災
倉
庫
に
あ
る
備
蓄
品
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
避
難
が
数
日

続
く
場
合
に
は
、
全
て
の
人
に
物

資
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
で
十
分
な

備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

き
に
地
震
が
起
き
て
も
、
家
具
の

下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う
な
安
全

な
空
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

自
宅
は
大
地
震
に

耐
え
ら
れ
ま
す
か

　

自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
市
で
は
、
住
宅

の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
つ
い

て
建
築
指
導
課（
☎

（27）
２
７
６
２
）

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
は

用
意
し
て
あ
り
ま
す
か

　

い
ざ
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
気
持
ち
と
時
間
に
余
裕
が
な

い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
避
難

す
る
と
き
に
慌
て
て
用
意
す
る
の

で
は
な
く
、
普
段
か
ら
非
常
時
に

持
ち
出
す
物
を
ま
と
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
家
族
で
誰
が
何
を
持
っ

て
い
く
の
か
を
決
め
て
お
く
と
、

素
早
く
避
難
で
き
ま
す
。

　

用
意
す
る
物
は
、「
な
け
れ
ば

困
る
物
」か
ら「
あ
っ
た
ら
便
利
な

物
」の
順
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
は
、
両
手
が

地
域
の
防
災
力
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

　

過
去
の
地
震
に
よ
る
災
害
で
、

家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

の
多
く
を
助
け
出
し
た
の
は
、
家

族
や
近
所
の
人
で
し
た
。
普
段
か

ら
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
行

わ
れ
る
防
災
訓
練
な
ど
に
は
、
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
近
所

に
住
ん
で
い
る
人
と
顔
見
知
り
に

な
り
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
地
域
の
防
災
力
を
上
げ

ま
し
ょ
う
。

【
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

●
避
難
す
る
と
き
に
援
助
が
必
要

な
人
が
住
ん
で
い
る
家
庭
は
？

●
救
助
に
使
え
る
バ
ー
ル
や
ジ
ャ

ッ
キ
な
ど
が
あ
る
場
所
は
？

●
救
護
・
手
当
て
の
心
得
が
あ
る

人
は
？

地
震
に
備
え
る

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
に

は
約
２
千
の
活
断
層
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ど
こ
で
も
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
日
頃
か
ら
で
き
る
備
え
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

避
難
に
備
え
る

地
域
で
備
え
る

　災害時、電話がかかりにくい状態になった場
合に、伝言の録音や再生により安否確認ができ
ます。

災害用伝言ダイヤル171

伝言が再生されます伝言を録音します

2をダイヤル1をダイヤル

再生する場合録音する場合

171をダイヤル

ガイダンスに従って、自宅（被災地）の
電話番号を市外局番からダイヤルします

ライフラインの停止に備える
　地震に限らず大災害が発生すると、道路の分断など
により自宅から出られない場合や、自分や家族の負傷
などの理由で避難することが困難な場合もあります。
また、水、電気、ガス、通信などのライフラインが停
止する可能性もあります。そのような事態に備え、自
宅で数日間過ごせる非常食や飲料水、カセットこんろ
と予備のガス、懐中電灯、災害用の簡易トイレなどを

備蓄しましょう。
　家庭での備蓄のポイントは、消費したら忘れずに補
充すること。無駄のない循環型の備蓄がお勧めです。
　防災のために特別な物を用意するのではなく、可能
な限り普段の生活の中に組み込んで、普段からよく使
っている物で賄うのが理想的です。

「わが家には赤ちゃんがい
るので、オムツや粉ミルク、
哺乳瓶とその消毒器具を用
意しています。食料品や水
の備蓄は、消費と補充を繰
り返して行っています。た
まに食べる非常食は意外と
おいしく、家族の楽しみに
なっています」

わが家の備蓄品を
紹介します
安心安全課
諏訪 主事（右）

諏訪家の備蓄品
非常食、飲料水、カセットこんろ、懐中電
灯、ラジオ、電池、毛布、災害用簡易トイレ、
トイレットペーパー、薬類、衛生用品、タ
オル、筆記用具、お金、オムツ、粉ミルク、
哺乳瓶、バール、のこぎり、ロープなど※写真は一例です。備蓄品は各家庭で必要な物を用意しましょう

家具転倒防止用品で固定

非常時の備え 防災倉庫

地域の防災訓練に
参加を

地震に備える

揺
れ
に
備
え
る

地震保険に
加入していますか

　地震で起きた火災などは、
火災保険では補償されない場
合があります。自分が加入し
ている保険内容は把握できて
いますか。地震保険について
検討してみましょう。
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記
念

３
月
31
日（
月
）ま
で
に
必
ず
登
録

変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
既
に
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く

て
も
、
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課（
☎

（27）

２
７
１
５
）

が
切
れ
る
前
で
も
、
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
の
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
祉
医
療
に
該
当
す
る
人
の
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
そ
の

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
財
源

を
大
切
に
使
う
た
め
、
必
要
の
な

い
受
診
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
入
院
す
る
な
ど
、
高
額
な
医
療

を
受
け
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
で「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
取
得
す
る

●
学
校
で
の
活
動
中
の
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災

害
共
済
給
付
金
を
申
請
す
る

●
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た

と
き
は
、小
児
救
急
電
話
相
談（
☎

＃
８
０
０
０
）を
活
用
す
る

問
い
合
わ
せ　

年
金
医
療
課（
☎ 

（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課

　

現
在
、
う
つ
病
の
患
者
数
は
、

全
国
で
約
１
０
０
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病

気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
重
症
化
す
る
と
自

ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
が
変
わ
る
人
が
多
く
、

自
殺
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
心
の
病
気
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
・
う
つ
病
・

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

期
間　

３
月
11
日（
火
）か
ら
14
日

（
金
）ま
で

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
14
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場　

市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）・
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）・
赤
堀
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）
２
２
１

０
）・
あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）・
境
保
健
セ
ン
タ

ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
、
軽

自
動
車
な
ど
を
廃
車
、
売
却
、
下

取
り
な
ど
で
手
放
し
た
と
き
は
、

受
給
資
格
は
３
月
31
日（
月
）ま

で
。
ほ
か
の
福
祉
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
ひ
と

り
親
家
庭
の
福
祉
医
療
に
該
当
し

て
い
る
人
で
、
受
給
資
格
の
有
効

期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、

そ
の
後
の
医
療
費
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
左
記
の
資
格
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば

４
月
以
降
も
福
祉
医
療
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
の
認
定
は
、
必
要
書
類
の

確
認
が
で
き
た
日
か
ら
で
す
。
現

在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
間

　

市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら「
特

急
と
き
」な
ど
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
１
８
３
系
車
両
を
譲
り
受
け

ま
し
た
。
譲
り
受
け
た
車
両
は
、

平
成
22
年
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た

Ｓ
Ｌ「
Ｃ
６
１
２
０
」に
代
わ
り
華

蔵
寺
公
園
遊
園
地
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
車
両
は
、
客
室
に
自
由
に
出

入
り
が
で
き
、
持
ち
込
み
で
飲
食

も
で
き
ま
す
。

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】

　

展
示
開
始
に
伴
う
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
16
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
開
始

会
場　

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

登
録
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
変
更
は

３
月
 31
日（
月
）ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
に

鉄
道
車
両
を
展
示
し
ま
す

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

こ
こ
ろ
の
病
気
を
知
っ
て
い
ま
す
か

こころの健康セルフチェック  　最近、こんな症状ないですか？

□　１　毎日の生活に充実感がない
□　２　これまで楽しんでやれていたことが、楽しめなくなった
□　３　以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる
□　４　自分が役に立つ人間だと思えない
□　５　訳もなく疲れたような感じがする
□　６　死について何度も考えることがある
□　７　気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある
□　８　最近（ここ２週間）ひどく困ったことやつらいと思ったことがある

　特に、１～５の項目で２つ以上に該当した人、６～７の項目で１つ以上に該当した人、８に該当した
人は要注意。おかしいなと思ったら自己判断するのではなく、専門機関に相談・受診しましょう。

原動機付自転車・小型特殊自動車　こんなときは届け出を
こんなとき 届け出の区分 必要なもの

●廃車（処分）するとき
●市外へ転出するとき
●市外の人に譲るとき
●下取りに出すとき

廃　　車
ナンバープレート
登録者の印鑑
標識交付証明書

市内の人に譲るとき 名義変更
新しい登録者の印鑑 
標識交付証明書 
譲渡証明書（旧登録者の押印が
あるもの） 

※二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、三輪・四輪の軽自動車の届け出については、
下記表の届け出先に問い合わせてください

軽自動車、バイクなどの登録変更の届け出先
車種区分 廃車、登録変更などの届け出先

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車

市民税課
☎27−2715

二輪の軽自動車
（125ccを超え250cc以下）

群馬県自動車整備振興会 （前橋市）
☎027−261−0274

二輪の小型自動車
（250ccを超えるもの）

関東運輸局群馬運輸支局 （前橋市）
☎050−5540−2021

三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会群馬事務所（前橋市）
☎027−261−4621

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
、
子
ど
も
が
18
歳
を
迎
え
た
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

福
祉
医
療
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

福祉医療の資格要件
●身体障害者手帳の１級または２級
●障害年金の１級
●特別児童扶養手当の１級または２級
●療育手帳の判定Ａ
●18歳未満の子どもを扶養している母子・

父子家庭など
　※満18歳の誕生日以後の最初の3月

31日（ただし、4月1日生まれは18歳
の誕生日前日）までの子どもを含みます

●自立支援医療費（精神通院）の受給者

こころを元気にするヒント
生き生きと生活するためには、｢心｣と｢体｣の
両方がバランス良く健康であることが大切
です。ストレス解消法を見つけ、心を元気
にしましょう。

深呼吸をする
深呼吸をすると副交感神経が活性化
され、リラックスできます。３～４
秒かけて吸い、口をすぼめて６～８
秒かけてゆっくり吐きましょう。鼻
呼吸でも口呼吸でも大丈夫です。

アロマを楽しむ
好きな匂いを嗅ぐのは、ストレス解
消に効果があります。イライラして
いるときはラベンダー、落ち込んで
いるときはジャスミンがお勧めです。

とにかく笑う
早く効き、いつでもどこでもできて、
費用も掛からない「笑い」は、「作り笑
い」でも免疫力が上がるなどの効果が
あることが分かっています。

ゆっくり湯船につかる
音楽を聞いたり、本を読んだり、歌
ったり、自由な時間を演出してみま
しょう。お気に入りの入浴剤を使う
のも良いでしょう。

ウォーキングや散策
肩の力を抜き、頭の中心が空につな
がっているような意識で首を伸ばし、
おへそから前に出るような気持ちで
ゆっくり歩きましょう。

居心地の良い場所を見つける
自分が一番ほっとできる心の避難場
所を見つけましょう。つらくなった
ときも、その場所へ行って心の状態
を落ち着けることができます。

朝日を浴びる
朝日を浴びるとホルモンの分泌が活
性化され、体のリズムが正常に調整
されます。夜なかなか眠れない、疲
れやすいという人にお勧めです。

嫌なことを紙に書いて破る
嫌な人の悪口でも良いでしょう。心
が晴れない原因を書き出してみると、
整理がついてすっきりする上、破る
という行為も、ストレス解消にはぴ
ったりです。

クッションをたたく
腹の立つこと、つらいこと、不愉快
なことを思い出して、声にしながら
思い切りクッションをたたきます。
この方法は、感情を開放させる治療
法として実際に使われています。

緑のあるところでひと休み
植物から発せられるフィトンチッド
という芳香性の物質は、人間の体の
新陳代謝を活性化し、自律神経の働
きを活発にしてくれます。緑色には
疲れた目を癒やす効果もあります。

展示される車両

2014年（平成26年）3月1日号 8広報いせさき9



出張オニ
家庭に鬼が現れた！

聞いて学ぶ講演会
楽しく人権を学びました

伊勢崎市景観まちづくり賞表彰式
良好な景観形成に貢献した１個人４団体を表彰

　２月９日、文化会館で「聞いて学ぶ講演会」が開催さ
れました。落語家の桂こけ枝

し
さんが、自身の体験を交

えつつ、人権の大切さを訴えました。「気にせんでえぇ
ことは、気にせんでえぇ」と、外見や人より少し苦手な
ことも気にしなければ、笑顔で健康に過ごせるという話
に、来場者は大きくうなずいていました。

　本市の良好な景観づくりに貢献した個人・団体に贈られる「伊勢崎市景観まちづくり賞」の
表彰式が、１月23日、境総合文化センターで行われました。本年度は、個人では金井尋

ひろ
子
こ

さん（境上矢島）、団体では「花・チョボラ」「ラブリバー広瀬ユキヤナギの会」「曲沢緑と花で
つつむ会」「広瀬川景観形成の会」が受賞しました。
　金井尋子さんは、自宅の庭をオープンガーデンとして一般の人に開放しています。「大変光
栄です。ぜひ散歩などで立ち寄って、楽しんでほしいです」と受賞の喜びを話しました。

　２月３日、小さい
子どもがいる家庭に
鬼が出張し、豆まき
を体験してもらう催
しが行われました。
　子どもたちがスタ
ッフから節分の由来
の説明を受け、豆ま
きの練習をしている
と突然、赤鬼・青鬼
が登場。子どもたち
は一生懸命に豆を投
げ、鬼を追い払いま
した。
　節分の日に行われ

たこのイベント、市内の各所で「鬼は外、福は内」と大
きな声が響きました。

事来出のちま

市民ボランティアフェスティバル
みんなで育てよう ボランティアの木

ソフトボール教室
投球・打撃・守備 一流選手の指導でレベルアップ

　２月２日、市内で活動するボランティア団体・市民活動団体が中心となり、絣
の郷で「市民ボランティアフェスティバル」が開催されました。
　多くの人にボランティア・市民活動を知ってもらうきっかけづくりとなるよ
う、さまざまな団体がステージ発表、ブース展示、バザー、子ども活動、文化体
験などを行いました。森村大地さん、新

しん
保
ぽ

いずみさん、頌
うた

彦
さと

守
もり

真
み

さんによる公演
では、優しい音色と詩の朗読に会場は温かい雰囲気に包まれました。訪れた人は、
興味深そうに展示を眺めたり、機織りなどを体験したりして、楽しくボランティ
ア・市民活動に親しんでいました。

　１月26日、境総合運動場で、ルネ
サスエレクトロニクス高崎女子ソフ
トボール部の選手を講師に招きソフト
ボール教室が開催されました。市内の
中学生からクラブチームの選手まで幅
広い年代の人たちが参加し、日本の
トップレベルの選手から直接指導を受
けました。
　あずま中学校ソフトボール部でキャ
プテンを務める大貫美

み
歩
ほ

さん（田部井
町三丁目）は、「ボールを投げる時の腕
の回し方など、普段の部活では意識し
ていない細かいことを教えてもらえて、
とてもためになりました」と笑顔で感
想を話してくれました。

紙パックを使ってペン立て作り
笑顔でジャストミート

本市伝統の機織りを体験しました お手本を真剣に見つめる参加者守備は腰をしっかり落として捕球

優しい調べが会場を包みました

パネルでさまざまな活動を展示

熱のこもった投球指導

こけ枝さんの話で会場は笑いに包まれました 表彰を受ける金井さん 会場ロビーでは景観に関するパネルを展示

大きな声で「鬼は外！」

2014年（平成26年）3月1日号 1011 広報いせさき



2014年（平成26年）3月1日号 1213 広報いせさき

情報掲示板

す
。
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
事
業

所
は
、
商
工
労
働
課
に
申
請
書
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

対
象　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金（
休

業
）の
支
給
決
定
を
受
け
た
市
内

の
事
業
者

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

下
水
道
整
備
課（
☎

（27）
２
７
７
７
）

　

３
月
31
日（
月
）か
ら
、
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
対
象
区
域
を
示
し
た
地

図
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　

３
月
10
日（
月
）か
ら
28
日

（
金
）ま
で

象
外
で
す

助
成
回
数　

１
回

助
成
費
用

●
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
＝
３
０

０
０
円

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）＝
５
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
全
額
助

成
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

４
月
６
日（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に

登
録
し
た
チ
ー
ム

種
別　

女
子
９
人
制

参
加
料

●
大
会
参
加
料
＝
３
０
０
０
円

●
協
会
登
録
料
＝
５
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　

３
月
24
日（
月
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

※
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
代

表
者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い

【
代
表
者
会
議
】

期
日　

３
月
28
日（
金
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
開
始

会
場　

市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

竜宮浄水場（☎24−1760）または下記の
水道指定工事店へ連絡してください。

休日の漏水などの連絡先

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

区
画
整
理
事
業
計
画
変
更（
案
）

の
縦
覧

市
街
地
整
備
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）

　

伊
勢
崎
駅
周
辺
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
計
画
の
変
更
案
を
、
縦

覧
に
供
し
ま
す
。
こ
の
案
に
意
見

の
あ
る
人
は
、
４
月
３
日（
木
）ま

で
に
県
知
事
宛
て
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

３
月
７
日（
金
）か
ら
20
日

（
木
）ま
で

会
場　

中
心
市
街
地
整
備
部

内
容　

生
活
道
路
の
変
更

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
を

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　

本
年
度
の
雇
用
調
整
助
成
金
の

申
請
は
、
３
月
31
日（
月
）ま
で
で

情報掲示板
------------------------------------------------------------------------
●伊勢崎市役所	 ☎0270−24−5111
------------------------------------------------------------------------
●赤堀支所	 ☎0270−62−1151
------------------------------------------------------------------------
●あずま支所	 ☎0270−62−1311
------------------------------------------------------------------------
●境支所	 ☎0270−74−1111
------------------------------------------------------------------------
開庁時間　午前8時30分〜午後5時15分
■火災情報案内（24時間）	☎0180−99−2999
■救急テレホンサービス（24時間）	☎0270−23−1299

催
し

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

親
子
で
楽
し
む
絵
本
と
わ
ら
べ
歌

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日　

３
月
14
日（
金
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春し
ゅ
ん
ら
ん蘭

展文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　

３
月
15
日（
土
）・16
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　

北
公
民
館

内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
産
地
の
春
蘭

を
展
示
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

恵け
い

愛

好
会（
☎

（24）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

郷
土
史
講
演
会

境
東
公
民
館（
☎

（74）
０
４
５
３
）

期
日　

３
月
15
日（
土
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

境
東
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員　

50
人（
先
着
順
）

演
題　

江
戸
の
刑
罰
―
男
女
・
身

分
と
罰
則
を
め
ぐ
っ
て
―

講
師　

高
木
侃た

だ
し

さ
ん（
縁
切
寺
満

徳
寺
資
料
館
名
誉
館
長
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

３
月
10
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
東
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

ジ
ョ
イ
ナ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　

３
月
29
日（
土
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
開
演

会
場　

赤
石
楽
舎

定
員　

90
人（
先
着
順
）

内
容　

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
歌
謡

曲
、
唱
歌
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
い

ま
す

参
加
料　

１
０
０
円（
資
料
代
な

ど
）

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
母
子
会
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行

児
童
家
庭
課（
☎

（27）
２
７
９
８
）

期
日　

５
月
25
日（
日
）

時
間　

午
前
６
時
40
分
市
役
所
集

合
・
出
発

※
午
後
10
時
帰
着
予
定

対
象　

市
内
に
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
親
子

定
員　

１
３
０
人（
抽
選
）

参
加
料

●
母
親
・
父
親
＝
６
０
０
０
円

※
市
母
子
会
員
で
な
い
人
は
８
０

０
０
円

※
土･

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　

下
水
道
整
備
課

対
象
区
域　

鹿
島
町
、
上
諏
訪
町
、

粕
川
町
、
南
千
木
町
、
美
茂
呂
町
、

茂
呂
南
町
、
太
田
町
、
連
取
元
町
、

連
取
町
、
韮
塚
町
、
今
井
町
、
山

王
町
、
長
沼
町
、
下
触
町
、
五
目

牛
町
、
市
場
町
一
丁
目
、
堀
下
町
、

田
部
井
町
一
丁
目
、
田
部
井
町
二

丁
目
、
上
田
町
、
境
東
、
境
米
岡
、

境
栄
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
区
域

保
健

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

　

本
年
度
の
大
人
の
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
の
一
部
助
成
は
、
３
月

31
日（
月
）で
終
了
し
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
人
は
、
市
内
の
指
定

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
の
際
は
、

保
険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
23
歳
以
上

（
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）の
人
で
、
妊
娠
を
予
定
・
希

望
し
て
い
る
女
性
と
そ
の
夫
、
ま

た
は
現
在
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の

夫※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
、
風
し
ん
予
防
接
種
を
２
回

済
ま
せ
て
い
る
人
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
は
対

●
中
学
生
・
高
校
生
＝
５
０
０
０

円●
小
学
生
以
下
＝
４
０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
入
場
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住
所
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
市
母
子
会
員
か
ど
う

か
を
記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
住
所
・
氏
名
・

郵
便
番
号
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い

宛
先　

〒
３
７
９
―
２
２
３
４

東
小
保
方
町
３
２
４
３
―
２　

社

会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所

締
切
日　

３
月
31
日（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
課
ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所

（
☎

（20）
２
６
６
６
）

お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
活
動
の
た
め
に

行
政
課（
☎

（27）
２
７
０
２
）

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
を
財
源
と

す
る「
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
」を
利
用
し
て
、
市
内
11

町
内
で
環
境
対
策
事
業
や
安
心
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
、
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
、
地
域
活
動

の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
地
域
交

流
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
登録の方法 　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　メール isesaki645001@once.88island.jp
問い合わせ 　安心安全課（☎27−2706） ▲QRコード

いせさき情報メールに登録を！

▼
　安心で安全なまちづくりのため、通学路などの
パトロールにボランティアとして参加できる人を
募集します。
活動期間　４月１日（火）以後登録した日から平成

27年３月31日（火）まで
対象　市内に在住または在勤・在学の人で、防犯

地域パトロールに継続的に参加できる個人・団
体

内容　散歩やウォーキングなどの際に、腕章を着
用してパトロール活動を行います。活動時間や
方法などは自由です。市や防犯委員から地域の
防犯活動への参加をお願いすることがあります

　※ボランティア保険に加入してもらいます。加
入料は市が負担します

申し込み・問い合わせ　電話で安心安全課（☎27
−2706）

防犯地域パトロール
協力員を募集します

●３月16日（日） 津久井設備 ☎62−3006
●３月21日（祝） 太洋エンジニアリング ☎32−7873
●３月22日（土） 中西工業 ☎25−5900

●３月23日（日） 丸雄技研 ☎23−4645
●３月29日（土） 高岸設備工業 ☎25−7278
●３月30日（日） 福田設備工業 ☎26−0665

　島村渡船乗り場周辺の害虫駆除、火災予防、
環境美化のため、２月に予定していた野焼きが
３月９日（日）に変更になりました。作業中は安
全のため、周辺区域への立ち入りは禁止となり
ます。野焼き作業に合わせて、下記のとおり島
村渡船の運航を休止します。ご理解・ご協力を
お願いします。
期日　３月９日（日）
　※荒天の場合は３月16日（日）
時間　午前８時30分～午後1時（予定）
問い合わせ　道路維持課（☎27−2761）

利根川河川敷の野焼き実施に伴い

島村渡船を運休します

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−574−6661）



参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

３
月
８
日（
土
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
殖
蓮
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

た
の
し
い
親
子
遊
び

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日　

３
月
18
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
１
歳
６
カ

月
以
上
３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定
員　

15
組（
先
着
順
）

内
容　

手
遊
び
や
体
を
動
か
す
遊

び
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

３
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

親
子
の
木
工
教
室

森
の
小
さ
な
動
物
た
ち

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日　

３
月
29
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
の
小
学
校
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　

50
組（
先
着
順
）

内
容　

木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、

か
わ
い
い
動
物
の
人
形
を
作
り
ま

す参
加
料　

１
個
に
つ
き
３
０
０
円

（
材
料
費
）

申
し
込
み　

３
月
11
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民

館
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
）

障
害
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
３
）

期
日　

４
月
９
日
か
ら
８
月
27
日

ま
で
の
水
曜
日
と
４
月
21
日
・
５

月
26
日
・６
月
23
日
の
月
曜
日（
全

23
回
）

※
８
月
13
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
で
、
手
話
に
興

味
の
あ
る
人
ま
た
は
初
心
者

※
全
て
の
日
程
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
２
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み　

３
月
10
日（
月
）か
ら

３
月
25
日（
火
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
障
害
福
祉
課
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

初
級
編
み
物
教
室

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日　

４
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で

の
水
曜
日（
全
４
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

北
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

か
ぎ
針
を
使
っ
て
四
角
い

ベ
ス
ト
を
編
み
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

３
月
19
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
北

公
民
館
へ

講
座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

雅が

印い
ん

作
り
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎

（25）
２
６
７
１
）

期
日　

３
月
17
日（
月
）・19
日（
水
）

（
全
２
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分会
場　

茂
呂
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員　

15
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

３
月
10
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日　

３
月
16
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　

殖
蓮
公
民
館

対
象　

市
内
の
小
学
生

定
員　

50
人（
先
着
順
）

内
容　

子
ど
も
向
け
シ
ョ
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
観
賞
と
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
体
験
し
ま
す

◆船橋オート場外発売　ＧⅡさざんかカップ
　3/12 • 13 • 14 • 15 • 16
◆飯塚オート場外発売
　3/17 • 18 • 19 • 20
◆川口オート場外発売
　特別ＧⅠプレミアムカップオートレース
　3/21 • 22 • 23 • 24• 25

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ラ
ンチタイムコンサートを開催します。
　※座席を80席用意します
期日　３月19日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　二

に

胡
こ

の演奏
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27―2707）

市民ホール 
ランチタイムコンサート

情報掲示板

自分だけの
雅印を作ろう

中国伝統の楽器の二胡

2014年（平成26年）3月1日号 1415 広報いせさき 広告内容については、広告主に問い合わせてください。有料広告のページ


